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「第２期健康横浜２１」策定にあたって

　誰もがいつまでもいきいきと活躍でき、積極的に人生を

歩むためには、健康であることは重要な要素の一つです。

　横浜市では平成13年９月に、健康増進法に基づく市町

村健康増進計画である「健康横浜２１」を策定し、生活習

慣病の予防に重点をおいて、市民の皆さまの健康づくり

を進めてきました。

　今回、これまで取り組んできた「健康横浜２１」の評価・

課題を踏まえ、今後10年間の横浜市の健康づくりの指針

となる「第２期健康横浜２１」を新たに策定しました。

　寿命を延ばすことだけでなく、その内の健康な期間を延ばすことが大切であると考

え、この計画では、基本理念として『市民の皆さまが、いくつになってもできるだけ自立

した生活を送ることができる』ことを掲げ、基本目標に『健康寿命を延ばす』ことを設定

しています。

　健康寿命を延ばすには、高齢期の健康づくりだけではなく、生涯にわたりライフス

テージに応じた健康づくりを継続していくことが大切です。併せて、健康に関する知識

の普及・啓発に加え、一人ひとりが生活の中で無理なく健康づくりを行えるよう、個人を

取り巻く家庭、学校、職場など地域全体でサポートするような環境を整えていくことが

求められています。

　今後、この計画に基づき、市民の皆さまや各関係機関・団体の皆さまと連携し、横浜ら

しい健康づくりを積極的に進めていきたいと考えています。目標の達成に向けて、引き

続き御支援、御協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

　最後に、本計画の策定にあたりましては、健康づくりに関する各分野の方々から構成

される「健康横浜２１推進会議」で御議論いただくとともに、パブリックコメントなどを

通じて、市民の皆さまから広く御意見をいただきました。心より感謝申し上げます。

平成 25年３月
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